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システム設定
システム使用時に表示される日付、言語、権限などを設定したり、システム情報やログ情報などを照会できます。

日付/時刻/言語
現在の日付と時刻、時間に関する設定を確認または変更したり、画面に表示される言語を設定できます。

設定>システム>日付/時刻/言語

⿠⿠ 日付：画面に表示される日付とその表示方式を選択します。

⿠⿠ 時間：画面に表示される時刻とその表示方式を設定します。

⿠⿠ 時間帯：グリニッジ標準時(GMT)に基づき、 デコーダーをお住まいの地域の標準時間帯に設定します。
⿎⿎ GMT(Greenwich Mean Time)とは、世界標準時のことです。

⿠⿠ 時刻の同期：時刻サーバーとの同期有無を設定します。<設定>をクリックすると、時刻同期の設定画面が表示さ
れます。<NTPサーバーと同期>>を使用すると、デコーダーの現在時刻が<NTPサーバーアドレス>で指定された
サーバ ーによって同期化されるため、手動で時間情報を変更できません。

‒‒ NTPサーバーと同期化：時刻サーバーとの時刻同期の使用有無を選択します。

‒‒ NTPサーバーアドレス：時刻サーバーのIPアドレス、またはURLを入力します。

‒‒ 最後の同期：現在設定された時刻サーバーと最も最近に同期した時間を表示します。

‒‒ NTPサーバーとして有効にする：<有効>を選択すると、このデコーダーが他のデコーダーまたはネットワークカ
メラの時刻サーバーとして動作します。

⿠⿠ DST：サマータイムの開始と終了期間を設定したら、設定した期間中には該当する地域の標準時より1時間早めた
時刻に設定されます。

⿠⿠ 言語：言語を選択してください。選択された言語で表示されます。

⿎⿎ 製品のリリースエリアによって言語、標準時間帯の設定が異なります。

⿠⿠ 祝日：ユーザーの都合に合わせて特定の日付を休日として指定できます。<設定>をクリックすると表示されるカ
レンダーから休日を選択してください。

例) 7月1日を選択して、<7月1日>だけチェックすると、マイ時の7月1日が休日に、<7月1日>と<第1週目の金曜日 | 7月>
をすべてチェックすると、毎年の7月1日と7月の第1週目の金曜日が休日に設定されます。

カレンダーを使用するには

1.	 年月を選択します。

⿎⿎ 年の右側にある<  >をクリックすると、年が1年ずつ変更されます。
⿎⿎ 月の右側にある<  >をクリックすると、月が3カ月ずつ変更されます。

2.	 日付を選択して<適用>をクリックしてください。
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設定
ユーザー設定
ユーザーグループを作成してグループ別に権限を設定できます。作成したユーザーグループにユーザーを登録して削
除するなど、ユーザー情報を管理できます。

設定>システム>ユーザー>ユーザー

グループを追加するには

1.	 <  >をクリックすると、グループ追加ポップアップウィンドウが表示されます。グループを追加するには、<OK>
をクリックしてください。

2.	 右側のグループ名項目をクリックすると、グループ名を入力できる仮想キーボードが表示されます。登録するグル
ープ名を入力してください。

⿎⿎ 最大10グループまで登録可能です。

グループ権限を設定するには

グループのアクセス権限を設定します。グループに属したユーザーは、権限が与えられたメニューだけ使用できま
す。

1.	 グループ権限を設定するメニューを選択してください。

⿠⿠ライブチャンネル：ライブ画面にアクセスできる権限をチャンネル別に設定できます。

⿠⿠メニュー：グループに属するユーザーがアクセスできる設定メニューを選択できます。<メニュー>をチェックす
ると「メニュー権限」ポップアップウィンドウが表示されます。項目を選択した後、<OK>をクリックしてくださ
い。<設定>をクリックして選択した項目を変更できます。

⿠⿠PTZ制御：グループに属するユーザーがPTZカメラを制御できます。

⿠⿠シャットダウン：グループに属するユーザーがシステムをシャットダウンできます。
⿎⿎ 権限が設定されたメニューは、該当グループのユーザーがログインする時、ライブメニューに表示されます。

2.	 <適用>を選択してください。該当グループのユーザーたちに設定された項目に対するアクセス権限が与えられま
す。

ユーザー
ユーザーの追加または削除、ユーザー別に異なる使用権限を与えるなど、ユーザー管理ができます。

管理者の設定
管理者IDとパスワードを設定したり変更できます。管理者はメニュー項目と機能をすべて使用したり設定できま
す。

設定>システム>ユーザー>管理者

⿠⿠ ID：管理者IDを変更します。

⿠⿠ 現在のパスワード：現在のパスワードを入力します。

⿠⿠ 新しいパスワード：新しいパスワードを入力します。

⿠⿠ 新しいパスワード確認：新規に設定するパスワードをもう一度入力します。
⿎⿎ <パスワードの表示>をチェックすると、暗号化されていたパスワードが入力された文字で表示されます。

⿎⿎ 初期の管理者IDは「admin」で、初回ログイン時にインストールウィザードでパスワードを設定する必要があります。
⿎⿎ 個人情報を安全に保護し、情報漏洩の被害を防ぐため、３か月に１回パスワードを変更してください。パスワードの管理ミスに
よるセキュリティ及びその他の問題は、ユーザー側の責任となりますことを御了承ください。

⿎⿎ <  >をクリックすると、パスワード設定のための基本ガイドが表示されます。
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ユーザーを登録するには

1.	 <  >をクリックすると、ユーザー追加ポップアップウィンドウが表示されます。ユーザーを追加するには、
<OK>をクリックしてください。

2.	 グループを選択してください。ユーザーを登録する時、選択したグループに自動登録されます。

⿎⿎ ユーザー情報をすべて入力した後、グループを変更できます。

3.	 名前、ID、パスワード(パスワード確認)を入力し、ビューアの使用有無選択してください。<ビューア>を有効にする
と、ウェブビューアとネットワークビューアへの使用権限が与えられます。

⿎⿎ <パスワードの表示>をチェックすると、暗号化されていたパスワードが入力された文字で表示されます。

4.	 <適用>をクリックしてください。登録されたユーザー情報が保存されます。

グループ及びユーザー情報を削除するには

1.	 削除するグループやユーザーを選択して<  >をクリックしてください。

2.	 削除の確認ウィンドウが表示されたら、<OK>をクリックしてください。

制限設定
ユーザーのアクセス制限項目やネットワーク制限項目を設定します。

アクセスが制限された項目は、ログインしてから設定できます。

設定>システム>ユーザー>制限設定

⿠⿠ アクセス制限：ユーザーのアクセスを制限するメニューを設定できます。

‒‒ チェックあり(  )：アクセス制限
⿎⿎ <ユーザー>で該当メニューに対する権限が付与されたユーザーのみ該当メニューにアクセスできます。

‒‒ チェックなし(  )：アクセス可能
⿎⿎ <ユーザー>で該当メニューに対する権限設定とは関係なく、すべてのユーザーが該当メニューにアクセスできます。

⿠⿠ ビューアーアクセス制限：ユーザーのリモートアクセスを制限できます。

‒‒ すべてのビューアー：すべてのユーザーがネットワーク接続およびウェブビューアにアクセスできないように設定
します。

‒‒ Web Viewer：すべてのユーザーがウェブビューアに接続できないように設定します。

⿠⿠ 自動ログアウト：ユーザーがログインした後、設定された時間の間に デコーダーを操作しないと自動にログアウ
トされます。

⿠⿠ IDの手動入力：ログインウィンドウで、IDを直接入力するかを選択します。
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システム管理
現在のシステムバージョンを確認して新しいバージョンにアップデートしたり、データのエクスポート、設定初期化な
どを実行できます。

システム情報の確認
システムの現在のバージョンとMACアドレスを確認してアップグレードできます。

設定>システム > システム管理 > 製品情報

⿠⿠ 製品情報：現在のシステム情報を確認できます。

‒‒ モデル：製品のモデル名を表示します。

‒‒ S/Wバージョン：使用している製品のソフトウェアバージョンが表示されます。ソフトウェアバージョンを確認し
てからアップグレードできます。

‒‒ MACアドレス：製品のMACアドレスを表示します。

‒‒ UWAバージョン：製品のUWAバージョンを表示します。

⿠⿠ S/Wアップグレード：検索されたデコーダーのソフトウェアを最新バージョンにアップグレードします。

‒‒ 正常接続されていない場合、ソフトウェアのアップグレード項目は表示されませ ん。

‒‒ < >をクリックすると、USBやネットワークにあるソフトウェアを検索できます。

‒‒ アップグレード完了後、自動で再起動されます。アップグレード中に電源オフされないようにご注意ください。

⿠⿠ デバイス名：製品のデバイス名を入力できます。VMS、Device Managerなどで数台のデコーダーを区分するため
に異なるデバイス名を入力することをお勧めします。

⿎⿎ デコーダーモデルによって表示されるシステム情報が異なります。

ユーザーにアクセス制限がかかっている場合
一般ユーザーがアクセス権限のないメニューを選択すると、アクセス制限の確認ウィンドウが表示されます。すべて
の権限が制限された場合、ライブ画面メニューの中でアクセスできるメニューだけ表示され、ユーザー本人のパスワ 
ードだけ変更できます。

ユーザーパスワードを変更するには
メニューアクセスが制限されているグループのユーザーIDでログインした場合、ユーザー本人のパスワードのみ変更
できます。

設定>システム>ユーザー

1.	 ログインしてください。

2.	 <システム>で<ユーザー>を選択してください。

3.	 現在のパスワードを入力してください。

4.	 新しいパスワードを入力してください。パスワード確認欄に変更するパスワードを再度入力します。

5.	 <適用>を選択してください。ユーザーのパスワードが変更されます。
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ソフトウェアをアップグレードするには

設定>システム > システム管理 > 製品情報

1.	 アップグレードするソフトウェアが保存されているデバイスを接続してください。

⿎⿎ デバイスを認識するまで約10秒程かかります。
⿎⿎ アップグレード可能なデバイスはUSBメモリ、ネットワークです。
⿎⿎ ネットワークでアップグレードをするには、製品が外部ネットワークに接続されている必要があります。プロキシサーバー経由のア
ップグレードは、アクセス制限が原因でアップグレードできない場合があります。

2.	 認識されたデバイスが表示されたら、 <アップグレード>を選択してください。

⿎⿎ アップグレードメニューウィンドウでデバイスを接続した場合、<  >をクリックして実行できるソフトウェアを検索します。
⿎⿎ ネットワーク上にアップグレードバージョンがある場合、ポップアップが表示されます。
⿎⿎ <アップグレード>は現在のS/Wバージョンより上位バージョンがある場合のみ有効になります。

3.	 <ソフトウェアのアップグレード>ウィンドウで<OK>をクリックしてください。

⿎⿎ アップグレードが行われると、段階的に画面が変わります。

4.	 アップグレードが完了したら、自動で再起動されます。再起動するまでシステムの電源を切らないでください。

⿎⿎ 「アップグレードに失敗しました」 が表示されたら、ステップ２から再試行してください。繰り返し失敗する時は、サービスセ
ンターにお問い合わせください。

設定管理
デコーダーを制御できる操作モードを設定できます。また、使用中のデコーダの設定情報を他のデコーダーに同じ
ように適用したり、製品を初期化できます。

設定>システム > システム管理 > 設定管理

⿠⿠ 操作モード：管理者権限がある場合、デコーダーを制御できる操作モードを選択できます。

‒‒ スタンドアロン：デコーダーで、該当カメラのライブモニタリングと設定変更などの制御ができます。ウェブビュ
ーアでは、管理者アカウント情報と操作モードのみ変更できます。

‒‒ WEB：デコーダーでは、該当カメラのライブモニタリングのみ可能で、設定変更や制御はウェブビューアでのみ
できます。

⿠⿠ 記憶装置：接続されている記憶装置を表示します。

‒‒ <  >をクリックすると、記憶装置を検索して表示します。

‒‒ <フォーマット>をクリックすると、フォーマット確認ウィンドウが表示されます。<はい>をクリックすると選択
された記憶装置をフォーマットします。

⿠⿠ デコーダー → USB：デコーダーに設定された情報を記憶装置に保存します。

‒‒ <エクスポート>を選択すると、確認ウィンドウが表示されます。<OK>を選択するとデコーダー情報がファイル
で保存されます。

⿠⿠ USB → デコーダー：記憶装置に保存された設定情報をデコーダーに適用します。

‒‒ 例外項目を選択すると、該当項目を除いた情報だけをインポートできます。

‒‒ <インポート>を選択すると、記憶装置に保存された設定情報を読み込むことができます。<OK>を選択する
と、読み込んだ情報をデコーダーに適用します。
⿎⿎ 設定値の<エクスポート>、<インポート>は同じソフトウェアバージョンでしか使用できません。

⿠⿠ 出荷時の状態：システム設定を製品を購入した当時の設定に初期化できます。但し、ログは初期化されません。
例外項目を選択すると、当該項目を除いた残りの設定のみ初期化されます。<リセット>を選択すると、確認ウィ
ンドウが表示されます。<OK>を選択すると、選択した項目が初期化されます。

⿎⿎ 設定情報をエクスポートすると、記憶装置の decoderフォルダに設定情報がファイルで保存されます。
⿎⿎ 設定情報をインポートするには、設定情報ファイルが記憶装置のdecoderフォルダにある必要があります。
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ログ
システムログに記録されるデータは、システムの起動、システムの終了、メニュー設定の変更など、システムに関する
ログ内容と実行された日付と時間を表示します。

設定>システム > ログ

⿠⿠ 検索日：カレンダーアイコンをクリックしたら表示されるカレンダーウィンドウを利用したり、方向ボタンを使用し
てシステムログを検索する日付を選択します。

⿠⿠ 検索：日付を指定してボタンをクリックするとログ一覧に検索結果が表示されます。

⿠⿠ CH：検索するチャンネルを選択します。

⿠⿠ ログタイプ：ログ情報が多すぎる場合、ログタイプだけを選択し、必要な内容のログのみを検索できます。タイプ
を選択した後、<適用>をクリックしてください。

⿠⿠ 最初のページ/最後のページ：検索結果が多い場合、最初/最後のページに移動します。

⿠⿠ エクスポート：デコーダーに記録されたすべてのログ情報を記憶装置に保存します。
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ウェブビューアとは
ウェブビューアは、リモートでアクセスしてデコーダーの設定を変更できるソフトウェアです。

NETWORK

NETWORK

デコーダー

ネットワークカメラ

リモートPC

主な機能
⿠⿠ ブラウザを使用したリモート接続

⿠⿠ 分割モード対応

⿎⿎ 製品に対応するチャンネル数によって画面分割モードが異なります。

システム要求事項
ウェブビューアを実行するための最低限推奨されるハードウェアとOSの要件は次の通りです。

⿠⿠ ブラウザはOSが推奨するブラウザをご使用ください。例示) Microsoftの推奨ブラウザ：Microsoft Edge

⿠⿠ 対応ブラウザ：Chrome, Edge, Safari

⿠⿠ 対応OS：Platform独立的なウェブの特性上Windows、Linux、OS X環境ですべて動作できます。

⿠⿠ 検証環境：Windows® 10のEdge 91、Google Chrome™ 91、NVIDIA® GeForce® GTX™ 1050を含むIntel® Core™ i7-
7700プロセッサー3.60GhzまたはIntel™ HD Graphics 630でテスト及び検証しました。

ウェブビューアの接続

1.	 ウェブブラウザを開いてアドレスバーにデコーダーのIPアドレスまたはURLを入力してください。

2.	 管理者権限を持つユーザーは管理者IDとパスワードを入力してください。登録済みのユーザーはユーザーIDとパスワー
ドを入力する必要があります。

3.	 ログインすると、ライブビューアのメイン画面が表示されます。

⿎⿎ すべての設定はデコーダーのの設定によって適用されます。
⿎⿎ ウェブビューアに接続する際にウェブポートを変更すると、ブラウザによってはポートがブロックされてアクセスに失敗することがあり
ます。その時は、別のポートに変更してください。

⿎⿎ 個人情報を安全に保護し、情報漏洩の被害を防ぐため、３か月に１回パスワードを変更してください。パスワードの管理ミスによるセキ
ュリティ及びその他の問題は、ユーザー側の責任となりますことを御了承ください。

⿎⿎ ウェブビューアには、管理者またはユーザー１人のみがアクセスできます。
⿎⿎ 管理者や一般ユーザーのパスワードはデコーダーの<ユーザー>メニューで変更できます。
⿎⿎ 一般ユーザーは、<ビューアーアクセス制限>の<Web Viewer>を有効に設定したら接続できます。詳細は、目次の「設定 >システム設
定>ユーザー」ページをご参照ください。

⿎⿎ すべての設定はデコーダーのの設定によって適用されます。

デコーダーのパスワード設定
出荷時の状態にした後、ウェブビューアに接続する時、デコーダーのパスワードを設定する必要があります。

管理者アカウントのパスワードを入力して<Login>をクリックしてください。

⿎⿎ < >をクリックすると、パスワード設定のための基本ガイドが表示されます。パスワード設定規則をご確認ください。

ウェブビューアの開始
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ウェブビューアの開始
インストールウィザード
以下のように<インストールウィザード>を段階別に行います。

インストールウィザードは出荷時の状態でのみ進入でき、行いたくない場合は<終了>をクリックしてください。

⿎⿎ デコーダーでインストールウィザードを完了すると、ウェブビューアではインストールウィザードが表示されません。

1.	 <言語> 画面で、言語を選択し、<次へ> ボタンを選択します。

2.	 <カメラID/パスワード>画面で工場出荷時の状態のカメラのパスワードを設定してください。

カメラにID/パスワードが既に設定された場合、該当のID/パスワードの登録後、<次へ>をクリックしてください。

⿎⿎ パスワードが工場出荷時の状態の時は、一括変更して管理できます。
⿎⿎ パスワードが設定されたカメラIDとパスワード登録は最大3セットまで可能です。
⿎⿎ 「設定 > カメラ > カメラのパスワード」メニューで登録されているすべてのカメラのパスワードを一括に変更できます。
⿎⿎ ONVIF及びRTSPで登録済みのカメラのパスワードは変更することができません。

3.	 <ネットワーク>画面でネットワーク接続方式と接続環境を設定した後、<次へ>をクリックしてください。

⿎⿎ ネットワーク設定の詳細は目次の「スタート >インストールウィザード」ページをご参照ください。

4.	 <時間帯>画面でサマータイムを設定した後、<次へ>をクリックしてください。

5.	 <日付&時刻>画面で日付と時間を変更するには、<変更>チェックボックスを選択してください。日付と時間を設定した
後、<次へ>をクリックしてください。
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6.	 <操作モード>画面でデコーダーを制御できる操作モードを選択してください。

⿠⿠ スタンドアロン：デコーダーで、該当カメラのライブモニタリングと設定変更などの制御ができます。ウェブビューア
では、管理者アカウント情報と操作モードのみ変更できます。

⿠⿠ WEB：デコーダーでは、該当カメラのライブモニタリングのみ可能で、設定変更や制御はウェブビューアでのみできま
す。

7.	 インストールウィザードを完了するには、<次へ>をクリックしてください。
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メニュー名 機能

シーケンス再生/設定 レイアウトリストのシークエンスを設定し再生できます。

映像ウィンドウにOSD画面の情報を表示します。

チャンネルの情報を表示します。

全体カメラの状態を表示します。

映像ウィンドウの分割モードを設定します。

映像ウィンドウにある全ての画面を削除します。

映像ウィンドウ

カメラが登録されてるかを表示します。

ウェブビューアで登録したカメラの映像は、デコーダーの映像ウィンドウにリアルタイムで反映されます。

ウェブビューアでは、カメラの映像を確認できません。

⿠⿠ カメラが登録されたチャンネルは、画面の左上にカメラ名が表示されます。
⿠⿠ カメラが登録されてないチャンネルは、画面の中央に< >が表示されます。

接続された使用者のIDを表示します。

ハンファテックウィンのホームページ(www.hanwha-security.com)にアクセスされます。

ウェブビューアのカラーテーマを変更します。

ユーザー情報の確認
ウェブビューアーにアクセスしたユーザーのIDと使用権限を表示します。<ログアウト>をクリックすると、接続中のユーザ
ーがログアウトされます。

⿎⿎ Adminアカウントでログインした場合には、権限設定の設定ウィンドウが表示されません。

ライブビューア
ライブビューアでは、カメラの登録確認、レイアウトとシーケンス再生に関する設定、または画面の分割モードを変更でき
ます。

⿎⿎ <スタンドアロン>操作モードの場合、次のライブビューア画面構築を確認できます。

ライブビューア画面構築

メニュー名 機能

メニュー 各メニューをクリックするとメニュー画面に移動します。

カメラリスト

デコーダーに登録されたカメラリストが表示されます。

⿠⿠ ：カメラリストにマウスオーバーすると、<  >アイコンが表示されます。アイコンをクリックする
と、カメラのウェブページに移動できます。 
カメラのウェブページに移動するためには、チャンネルとプロファイルに対する設定権限が必要で、
「設定 > カメラ > チャンネル設定」メニューの<映像>を<オン>に設定しなければなりません。

レイアウトリスト
ベーシックなレイアウトと作成したレイアウトリストが表示されます。

ウェブビューアで設定されたレイアウトは、デコーダーの映像ウィンドウにリアルタイムで反映されます。
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全体カメラの状態確認
接続された全体カメラの状態を確認できます。

ライブステータス確認
<  >をクリックしてください。各チャンネルに接続されたカメラ状態と転送情報を確認できます。

⿎⿎ プロファイル設定を変更するには、<カメラ設定>をクリックしてください。プロファイル設定に関する詳細は、目次の「設定 > カメラ設
定 >  プロファイル設定」ページをご参照ください。

分割モード変更
<  >クリックした後、分割モードを選択してください。

選択した分割モードが映像ウィンドウに適用されます。

カメラリスト確認
デコーダーに登録済みのカメラのタイプ、状態、名前を表示します。

ライブ > リスト

名称 機能説明

チャンネル情報 チャンネル情報を表示します。(チャンネル番号、映像ウィンドウの割り当て有無のカラー表
示)

カメラタイプ 通常のカメラを表示します。

カメラ状態 カメラエラー状態を表示します。

カメラ名 カメラに設定した名前を表示します。

⿎⿎ カメラに接続エラーが発生すると、リストで無効になります。
⿎⿎ カメラ状態表示情報はネットワーク接続状態および設定によって変更されます。
⿎⿎ Wisenetプロトコルで登録されたマルチチャンネルカメラの場合はマルチチャンネルカメラのモデル名の下にチャンネルの情報を表示
します。
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ライブビューア
レイアウト設定
使用目的と利便性に合わせてチャンネルをレイアウトにまとめて必要な時、すぐに確認できます。

ライブ > レイアウト

レイアウトリスト確認

⿠⿠ ：新規にレイアウトを作成します。

⿠⿠ ：レイアウトのチャンネルまたは名前を変更します。

⿠⿠ ：追加されたレイアウトを削除します。

⿠⿠ /  ：レイアウトリストを開けたり閉じたりします。

レイアウトの追加

1.	 <  >をクリックしてください。

2.	 <  >をクリックして分割モードを選択してください。

3.	 カメラリストからレイアウト画面に表示するチャンネルをダブルクリックするかドラッグして映像ウィンドウにド
ロップしてください。

4.	 <  >をクリックして設定したレイアウトを保存してください。

⿎⿎ レイアウトは各ユーザー別に別途保存されます。

レイアウト名の変更

1.	 変更するレイアウトを選択した後、<  >をクリックしてください。

2.	 レイアウト名を変更した後、<  >をクリックしてください。

レイアウトチャンネル変更

1.	 チャンネルを変更するレイアウトをダブルクリックして選択してください。

2.	 チャンネルを削除するには、チャンネルウィンドウにマウスオーバーした時、右上に表示される<X>をクリックし
てください。

3.	 チャンネルを追加するには、カメラリストからカメラをダブルクリックするかドラッグして映像ウィンドウにドロッ
プしてください。

レイアウトを削除する
削除するレイアウトを選択した後、<  >をクリックしてください。
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ネットワーク上でリモートでデコーダーの設定ができます。

⿎⿎ <WEB>操作モードの場合、次の設定ビューア画面構築を確認できます。
⿎⿎ <スタンドアロン>操作モードでは、管理者アカウント情報と操作モードのみ変更できます。

設定ビューア画面構築

名称 機能

メニュー 各メニューをクリックすると該当するメニュー画面に切り替えます。

上位メニューリスト 設定したり、既存設定を変更したい項目の上位メニューを選択します。

下位メニューリスト 選択した上位メニューに対する下位メニュー中で設定する項目を選択します。

詳細メニュー 変更する項目を選択して設定を入力します。

適用 修正した設定を適用します。

戻す 変更する以前の設定に戻します。

カメラ設定
デコーダーに接続されたカメラを検索して設定します。詳細は、目次の「設定 > カメラ設定」ページをご参照ください。

チャンネル設定
チャンネルごとにネットワークカメラを登録・接続できます。

設定>カメラ>チャンネル設定

⿠⿠ <アップグレード>をクリックするとカメラのバージョン、アップグレードバージョン、状態を確認してアップグレー 
ドできます。

カメラ設定
チャンネル別に登録されたネットワークカメラの映像設定をカメラウェブビューアー接続して変更できます。

設定>カメラ>カメラ設定

設定ビューア
•  設
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設定ビューア
⿠⿠ <カメラウェブビューアー>をクリックすると新たなカメラウェブブラウザウインドウが開きます。

‒‒ カメラがRTSPプロトコルに接続された場合には対応しません。

‒‒ カメラがDDNSまたはURLに接続された場合は提供しません。

‒‒ Q/P/Xシリーズのカメラでは下記バージョン以降からサポートします。(QND-7010Rシリーズ：1.04、QND-7080R
シリーズ： 1.02、QND-6010Rシリーズ：1.02、QND-6070Rシリーズ： 1.01、Pシリーズ：1.01)

‒‒ 閉鎖型ネットワークでカメラウェブページに接続する時、ユニバーサルウェブをサポートしていないカメラで
は、画像を出力できません。

‒‒ カメラプロキシポートの基本設定値はデコーダーに対応するチャンネル数だけ連続に自動設定されます。プロ 
キシポートを変更するには、ポート設定で修正できます。

‒‒ 4チャンネル(10001-10004)、8チャンネル(10001-10008)、16チャンネル(10001-10016)、32チャンネル (10001-
10032)、64チャンネル (10001-10064)

例 ) 製品別の CAM プロキシポートの基本設定値
⿠⿠ 4チャンネルのモデル : 10001-10004

⿠⿠ 8チャンネルのモデル：10001-10008

⿠⿠ 16チャンネルのモデル：10001-10016

⿠⿠ 32チャンネルのモデル：10001-10032

⿠⿠ 64チャンネルのモデル：10001-10064

‒‒ 図に示すように、クローズドネットワーク外で接続する場合、カメラのプロキシポートのポートフォワーディング 
設定がルーターに要求されます。

デコーダーネットワークカメラ IPルーター リモートPC

インターネット

‒‒ 閉鎖網内部にデコーダーが複数ある場合、カメラプロキシポートはそれぞれ違うポートに設定しなければなり
ません。

‒‒ DDNSとクイック接続が有効の場合、ポートフォーワーディングは自動に設定されます。

‒‒ Chrome、Edge、Safari (Mac OS)ブラウザに対応します。

プロファイル設定
ネットワークカメラのプロファイルを設定できます。

設定>カメラ>プロファイル設定

ライブ
ネットワークカメラのライブ転送設定を変更できます。

⿠⿠ < >をクリックすると、カメラウェブビューアに接続して設定を変更できます。

リモート
ネットワーク及びセカンダリモニターに転送する映像プロファイルを設定できます。
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カメラのパスワード
登録済みのすべてのカメラのパスワードを一度に変更できます。

設定>カメラ>カメラのパスワード

デバイス設定
モニターに関する詳細設定ができます。詳細は、目次の「設定 > デバイス設定」ページをご参照ください。

モニター
モニターに表示する情報、情報の位置、映像出力方式を設定できます。

設定>デバイス>モニター

⿎⿎ 画面が正常的に表示されない場合、付録の「よくあるご質問(FAQ)」をご参照ください。
⿎⿎ モニター設定では、デコーダーに接続されたモニターを設定できます。
⿎⿎ 解像度1080pを超過する映像はセカンダリモニターで出力されません。
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設定ビューア
ネットワーク設定
詳細は、目次の「設定 > ネットワーク設定」ページをご参照ください。

IP&ポート
リモートユーザーがネットワークでデコーダーに接続する時、モードやIPなどを確認・設定できます。

設定>ネットワーク>IP&ポート

IPアドレス
ネットワーク接続情報を設定できます。

ポート
プロトコルに関する設定ができます。

IPフィルタリング
特定のIPに対し、アクセスを許可またはブロックするようにIPリストを作成できます。

設定>ネットワーク>IPフィルタリング

HTTPS
セキュリティ接続システムを選択したり、公認証明書をインストールできます。

設定>ネットワーク>HTTPS

⿎⿎ HTTPS使用中にHTTPへ切り替える場合、ブラウザに設定値が含まれているため、異常な動作が発生することがあります。URL
をHTTPに変更して再接続するか、ブラウザのCookie設定を初期化すると正常動作します。
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802.1x
ネットワークに接続するとき、802.1xプロトコルの使用可否を選択して証明書をインストールできます。

設定>ネットワーク>802.1x

SNMP
SNMPプロトコルを使用し、システムまたはネットワーク管理者がリモートでネットワークデバイスをモニタリングし、
環境設定などの運用をすることができます。

設定>ネットワーク>SNMP

システム設定
デコーダーシステムに関する環境を設定できます。

詳細は、目次の「設定 > システム設定」ページをご参照ください。

日付/時刻/言語
現在の日付と時刻、時間に関する設定を確認または変更したり、画面に表示される言語を設定できます。

設定>システム>日付/時刻/言語

システム時間
日付と時刻を設定してください。

時刻同期
時刻同期を設定してください。

DST
DST(Daylight Saving Time/サマータイムシステム)は、表示する時間をその地域の標準時より1時間早めた時間で
す。

言語
デコーダーに表示する言語を選択してください。

祝日
特定の日付を休日として指定できます。
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設定ビューア
ユーザー
ユーザーの追加または削除、ユーザー別に異なる使用権限を与えるなど、ユーザー管理ができます。

設定>システム>ユーザー

管理者
管理者IDまたはパスワードを変更できます。

⿎⿎ IDに使えるのは、大・小英数字です。
⿎⿎ 管理者IDでないIDで接続した場合、IDは変更できません。
⿎⿎ 使用されているIDが変更になった場合、自動的にログアウトされます。

ユーザー
ユーザーを追加、変更または削除できます。

制限設定
ユーザーの権限を設定します。

システム管理
現在のシステムバージョンを確認して新しいバージョンにアップデートしたり、データのエクスポート、設定初期化な
どを実行できます。

設定>システム > システム管理

製品情報
現在のシステムバージョンやMacアドレスなどを確認でき、ソフトウェアをアップグレードできます。
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設定管理
デコーダーを制御できる操作モードを設定できます。また、使用中のデコーダの設定情報を他のデコーダーに同じ
ように適用したり、製品を初期化できます。<例外項目>選択項目は初期化されません。

ログ
システムに関するログ情報を確認できます。

設定>システム > ログ

システムログ
システムログに記録されるデータは、システムの起動、システムの終了、メニュー設定の変更など、システムに関する
ログ内容と実行された日付と時間を表示します。
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仮想キーボードの使用

1.	 アルファベットや数字の入力用に仮想キーボードウィンドウが表示されます。

2.	 マウスを使用して文字のタブをクリックしてください。

3.	 <OK>を選択してください。入力した単語が適用されます。

⿎⿎ 大文字や特殊文字を入力するには、<Caps lock>か<Shift>を選択してください。
⿎⿎ キーボード使用方法は、通常のキーボードと同じです。
⿎⿎ IDはローマ字の大文字と小文字、数字を組み合わせて設定できます。
⿎⿎ パスワードの長さが8文字以上9文字以下の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字の中から3つ以上を組み合わせて設定しま
す。

⿎⿎ パスワードの長さが10文字以上の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字中の中から2つ以上を組み合わせて設定します。

よくあるご質問(FAQ)

問題点や症状 対策

ライブ映像が遅くなったり、途切れて見えます。 ⿠⿠ ネットワーク環境やカメラから複数のデータを転送する時の負荷で設定され
たフレーム数通りに入力できない場合があります。画面の下にある<  >を
クリックしてチャンネル別に入るフレーム数と実際に再生するフレーム数を確
認できます。カメラ登録時にLive4NVRプロファイルが基本的に生成されま
す。必要な場合「設定> カメラ> プロファイル設定> 編集」でフレーム数を変
更してください。

⿠⿠ 映像の速度が落ちたり、中断したりする状況が続く場合、ネットワーク環境や
カメラの状態をご確認ください。

システムの電源が入らず、システムの前面部にあるLEDも
まったく動作しません。

⿠⿠ システムの電源が正しく接続されているかをご確認ください。
⿠⿠ 入力されている電源の電圧をご確認ください。
⿠⿠ 上記の項目を確認した後も電源が入らない場合は、パワーサプライを点検ま
たは交換してください。

映像は入力されている状態ですが、一部チャンネルの映
像が出力されなかったり、黒い画面または白黒などで非
正常出力されます。

⿠⿠ カメラの電源をご確認ください。
⿠⿠ カメラに接続されたケーブルを点検してケーブルを交換したり接続解除してか
ら、再接続してください。

⿠⿠ カメラのウェブビューアに接続して映像出力をご確認ください。
⿠⿠ システムのネットワークポートが正しく接続されているか、ネットワークが正し
く設定されているかをご確認ください。

⿠⿠ ネットワークに接続されたハブを、ギガビットをサポートするハブに交換した
ら解決される場合があります。

画面上にロゴ画像が繰り返し表示されます。 ⿠⿠ メインボードもしくはソフトウェアが破損している可能性があります。サービス
センターに連絡して点検を行ってください。

接続されたモニターの画面が出力されなかったり、異常
に出力されます。

⿠⿠ ケーブルがモニターに正しく接続されているかをご確認ください。
⿠⿠ モニターでデコーダーの出力(HDMI1 または HDMI2)に対応しないことがあり
ます。モニターの対応解像度をご確認ください。
‒‒ HDMI1：3840x2160(30 Hz)、1080P、720P、1280x1024

‒‒ HDMI2：1920x1080、1280x720、1280x1024、1024x768

⿠⿠ デコーダーに接続されたモニターケーブルを取り除いた後、再接続してくださ
い。

ライブ画面でPTZをコントロールしても応答しません。 ⿠⿠ 登録されたカメラがPTZ機能に対応するかをご確認ください。

カメラが接続されなかったり、PCを製品に接続できませ
ん。

⿠⿠ ネットワークケーブルが正しく接続されているかをご確認ください。
⿠⿠ ネットワーク - 接続モードが設定されているかをご確認ください。
⿠⿠ PCまたはカメラのIP設定をご確認ください。
⿠⿠ PINGテストを行ってみてください。
⿠⿠ 製品の近くに同じIPを使用する別のデバイスがないかご確認ください。

入力されたカメラ映像が明るすぎるか暗すぎます。 ⿠⿠ 「設定 > カメラ > カメラ設定」で登録されたカメラの設定を確認してくださ
い。

付録
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時間設定ポップアップが発生します。 ⿠⿠ デコーダーの内蔵時計の時刻設定に問題があるか、時計に関する部分からエ
ラーが発生した場合に表示されます。A/S 及び購入先に連絡して点検を行っ
てください。

外部ストレージデバイス(USBメモリ)をデコーダーに接続
した後、接続結果が表示されません。

⿠⿠ 接続した外部ストレージデバイスを認識できない場合は、「設定 > システム 
> システム管理 > 設定管理」メニューでストレージデバイスをフォーマットし
てから再度ご確認ください。

ルーターを使用する場合に関するネットワーク設定がで
きません。

⿠⿠ ネットワーク接続のためにルーターを使用する場合は、クイックガイドの「ル
ーターを用いてネットワーク接続」をご参照ください。

⿠⿠ 詳細情報はルーターの取扱説明書をご参照ください。

パスワードを忘れました。 ⿠⿠ デコーダーのインストール担当者にお問い合わせください。

•  付
録




